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第２回 稚内市観光振興のための新税に関する審議会 議事録 

 

〇 日 時 

令和７年３月 27 日（木）午後２時～ 

 

〇 場 所 

稚内市役所５階 正庁 

 

〇 次 第 

１ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 議事 

 （１） 宿泊事業者向けアンケート結果 

 （２） 観光地づくりへの課題整理 

 （３） 課題解決を含む観光振興のための施策 

 （４） 新たな「税」の必要性 

４ その他 

５ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

議事について、事務局より説明。 

委員から出た主な意見や質問、事務局からの応答は下記のとおり。 

 

〇 仮に宿泊税の徴収となった場合、宿泊事業者から「ビジネス客からは取らないでほし

い」との意見を多く聞く。ビジネスと観光の宿泊客を区分すると、宿泊事業者の負担

が増えると感じるが、事務局としてはどう考えているか。 

 

＜事務局の回答＞ 

  宿泊事業者がビジネスと観光を区別することは大きな負担となる。また、推察になる

が、昔から取引している事業者との関係性もあることから、「ビジネス客からは取って

ほしくない」という意見があることも十分に考えられる。 

 

〇 「観光のための宿泊」という名目のため、観光分野に注目が集まるが、観光に関わっ

ていない市民の理解も必要と考える。観光に充てられた税金が、幅広く還元されると

いうことを強調したほうが良いと思う。 

 

〇 宿泊税を段階的定額制にする場合は、定額の入湯税とは異なり、料金によって税額が

変動し、宿泊事業者の負担が増加するため、一律定額制で負担する方が良いと思う。 

 

〇 宿泊施設では、人手不足が大きな課題となっており、特に専門職である料理人が不足

している。求人広告を出したり、札幌の専門学校に声をかけたりしているが、人材の

確保が難しい現状にある。 

 

〇 宿泊税の導入に反対している宿泊事業者は存在する。しかし、稚内市における観光の

現状を維持していくためには、宿泊税の導入は必要であると考える。 

 

〇 宿泊税を仮に 100 円とすることで稚内市に来る人が減ることはないと思うが、安く泊

まりたいと考えている利用者もいることから、慎重な議論を行う必要がある。 

 

〇 宿泊税を徴収する手間は、入湯税同様に宿泊事業者の負担となる。観光客は分かるが、

ビジネス客から徴収するのか、インバウンドから高く徴収するのか、徴収する範囲や

金額をしっかりと議論する必要がある。 

 

〇 宿泊税の使途について、稚内の魅力向上のために使用するという表現となっているが、

広義な表現で具体的にイメージすることができない。余った宿泊税がどのようになる

のかも分からず、具体的な運用が知りたい。 
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〇 交通事業者も宿泊施設と同様に、人手不足と高齢化という問題を抱えている。宿泊税

の導入によって、間接的でも交通業界の人材の確保につながることも目的の一つであ

ると感じる。 

 

〇 現在の稚内市には、多くの工事関係者が長期で宿泊している。工事が終われば、必然

と工事関係者が減少するため、これまで以上に観光客を受け入れていかなければなら

ない。北海道を訪れるインバウンド需要は、道東、道央に流れていたが、道北にも流

れている。本地域にもインバウンド需要の増加を期待している。 

 

〇 インバウンドの増加に伴い、オーバーツーリズム対策に費用を支出する地域が増えて

いる。この費用を誰が負担していくのかということも重要となってくる。将来に備え

て、宿泊税の導入を前向きに議論していく必要があると考える。 

 

〇 令和８年度から北海道宿泊税が開始されるので、それに合わせて稚内市としても宿泊

税を始めてもよいと思うが、入湯税との整合性を考える必要がある。 

 

〇 宿泊税を導入する場合、最も大きな課題となるのが、実務を負担することとなる宿泊

事業者である。その点については十分に議論しなければならない。 

 

〇 使途に関しては、観光客と最も接する機会が多い宿泊事業者に対して、宿泊税の使途

に関するアンケート調査を実施し、その意見を踏まえて、より具体的な方針を示すこ

とで、実際に徴収を担う宿泊事業者の理解を得られるのではないか。 

 

〇 現状の観光に関する予算に宿泊税が組み込まれた場合、観光予算以外に回せるように

なるということか。 

 

＜事務局の回答＞ 

宿泊税は特定目的税であるため、観光振興のための新たな財源として使っていくこと

となる。 

 

〇 某新聞社が行った稚内の観光客に対するアンケート調査結果を見ると、「観光スポット

にあるトイレが汚い」や「お土産店やスーパーの接客が悪い」という意見が挙げられ

ていたが、数年後には改善された印象を受けた。税金を取ることはどうしてもマイナ

スなイメージだが、それを上回るような目的を宿泊事業者の方々にも提示できれば良

いと思う。 
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〇 従業員不足の問題に関しては、宿泊客が増える夏の最盛期に人手が不足している施設

が大半である。従業員が不足していないという施設は、一定数以上受け入れないよう

にしていることや、従業員不足のために夕食の提供をストップしている宿泊施設もあ

る。 

 

〇 年間を通して安定した宿泊客数を見込むことができれば、正規雇用を検討できる。し

かし、実情としては、閑散期に宿泊客が少なくなるため、業務が少なくなりパート社

員であっても雇用の継続が難しくなる。観光客が年間を通して稚内へ訪れて欲しい。 

 

〇 宿泊税を財源として、「食の魅力」や「施設の充実」などを行い、稚内市の魅力づくり

につなげてほしい。 

 

〇 仮に地方から働き手を呼ぶことになれば、住環境が必要となる。受け入れ環境の整備

に宿泊税を充てることも検討の一つであると感じる。 

 

〇 料理人が不足する要因は、年間を通して観光客がいないということ。閑散期でも雇用

を継続させることが一番の課題となる。 

 

〇 今後、地域の人口やビジネス客が減少していく状況の中で、10年先も宿泊施設が生き

残るためには、滞在日数を増やす仕組みづくりと、インバウンド需要にチャンスを見

出すことが重要である思う。 

 

〇 稚内独自の宿泊税を冬期に特化して使用することは可能なのか。 

 

＜事務局の回答＞ 

冬の閑散期に特化して何かをすることに対して、全額投資することも可能だと思って

いる。ただし、一方的に市が進める話ではなく、関係者の意見を聞きながら、税とし

て納めていただいた方々に理解を得られるような形を考えていく。 


